
彩やかな
クリスマス！
彩やかな

クリスマス！
クリスマスと
探究活動の
意外な関係

クリスマスと
探究活動の
意外な関係

つなぐ v o l . 2
2 0 2 2
FEBRYARY

発行日 2026.01.27.TUE
編集・発行：法人事務局学園広報

つなぐ 茨城キリスト教学園
ニュースレター

第 1 4 号

vol.14
2 0 2 6
J A N U A R Y

茨 城 キ リ ス ト 教 大 学 大 学 院 / 茨 城 キ リ ス ト 教 大 学
茨城キリスト教学園高等学校/茨城キリスト教学園中学校
茨城キリスト教大学附属認定こども園（みらい園・せいじ園）

https://www.icc.ac.jp/edu/about/tsunagu/official_news_letter.html


企画の理由はいくつかあったんですけれど、そのひとつ
が、日立市が消滅可能性都市と言われていることです。
私たちは元々、多文化共生を実現させようと、そのきっ
かけとして国籍・年齢など問わずいろいろな人が来られ
るコミュニティを作るためにクリスマスマーケットを
企画したんです。ただ、これは全て思い通りにいくもの
ではなくて、学校や学園のやって欲しいことも、私たち
がやりたいこともあり、色々ぶつかってしまって、そう
いった面でどういう形がベストか、探り合いをしながら

進めました。今回のイベントを作ってい
く中で、キッチンカーや、お店の関係な
ど地域の人たちとの交流が出来たのは
すごく良かったし、学園でやりたかった
中では、今回こども園の園児たちが松
ぼっくり拾いを手伝ってくれました。人
をまとめることは大変で、イベントの成
否には地域や学園を巻き込んでいくこ
と、仕事の割り振りが大切だという学び
を得ました。今年以降も広がりを見せて
ほしいと願っています。

Q.
私たちが選択したのはコミュニティ・ビジネス（地域の
課題をビジネスで解決する）というものです。食品ロス
が地域の課題になっていることから、茨城大の干し芋残
渣を利用した「はしっぽ」プロジェクトを知り、イベント
に参加して「はしっぽ」を使ったレシピを提案しました。
その会場で栃木県のあんこメーカーの人たちと出会い、
「ぜひ一緒にやりましょう」と、はしっぽあんこの商品化
への道がスタートしました。
“大人の事情”で進捗が滞った時期も経験しましたが、熱
意が通じたのかGOサインが出て、メーカーさんと何度
も試作を繰り返し、商品を11月のシオン祭に間に合わせ

私はクリスチャンではありませんが、学校の学びを通し
て讃美歌や聖句に触れて、キリスト教文化が好きになり
ました。また、身近で悲しい体験をした友人がいて、その
人を励ましたいと、私自身も元気づけられた聖句や写真
を載せた冊子を作れないかと思っていました。
ちょうど、イバキリの受験を考えている中学生が説明会
などで「キリスト教になじんだことがない。どうしよう
かな？」と悩んでいたという話を思い出して、学校の紹
介にもなるように、私
が個人的に撮影した
学園の好きな風景を
たくさん集め、自分な
りの聖句の解釈を書
き、オリジナルデザイ
ンでカレンダーを作
りました。それを見た
友人は「感動した」と
喜んでくれました。

Q.

Q.

生徒たちを地域に絡ませて、
実社会に触れる経験を積ませたい
地域の課題を「自分ごと」にさせて
いくのが探究学習です。
学校の外に出ないと分からないこ
とは多い。外に出て、大人の世界を
見る・知るのも探究の魅力のひとつ
です。
本校の生徒たちは探究を通じて、実
社会で自ら問いを立て、解決の道を
探る。そして、自分の進路を、自分な
りに、前向きに考えられるように成
長していくのが見られます。
選んだテーマは、大学に進んでも追
い続けていけるものも多いんです。
大人の世界に触れると、様々な壁に
突き当たることもありますが、生徒
が本気で動くと、相手の大人も動い
てくれます。
現在、112のプロジェクトが走って
います。
校長先生は「本校の魅力を出せるこ
とを、本校の探究にしてほしい」と
背中を押していただきました。総合
学園のメリットを最大限生かして
大学やこども園ともさらに連携し
ていきたいと思います。

国語科教諭。2018年に「探究」をよ
り効果的に運用するため、島根大
で地域魅力化コーディネーターの
資格を取得。
2019年から
一部のクラス
で試験的に授
業を開始、現
在では全ての
クラスで行っ
ている。

るのは大変でした。ラベルは後輩にデザインしてもらって、
メンバー全員でひとつずつ手で貼りました。
シオン祭では200個を完売したんです！購入してくれた人の
中には、SDGsにも興味を持って買ってくれる人がいることが
嬉しかった。人前で話したり、知らない人と話すことができる
ようになったし、廃棄の現状をもっと知ってもらいたいと思
うようになりました。
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女子駅伝部の
ウェブページは
こちらから

日立市からの感謝状
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大　
　学
中
学校 クリスマス礼拝

中学校でクリスマス礼拝が行われました。昨年度から新しく始まった形式で、
今年も前半はイエス様誕生の様子を演じるページェント（降誕劇）がありまし
た。そして後半には日本基督教団六ツ川教会牧師の桐藤薫先生から「歌のない
ところで」というテーマでメッセージをいただきました。多くの生徒の活躍と
神さまの導きにより恵み豊かな礼拝の時となりました。

大　
　学

地元の食材を使用した新商品が完成!
‒水産加工業との産学連携プロジェクト‒

アンネのバラに
冬のお手入れを行いました。

学　
　園 　　

イバキリ高校の「探究の時間」がスゴイことになってます！
自ら課題を発見し、キャンパスから地域に出て、解決策を探り、形にする。
思わぬ商品が誕生したり、イベントが実現したり、年末に初めて開催された「クリスマスマーケット」も実は高校生の
探究活動から生まれたものでした。「探求」は大学の未来教養学環を中心とした「体験型学習」と呼応するもので、
これからの学園全体の学びの核になっていきます。
クリスマス、高校女子駅伝の活躍、そして高校国語科の菅野先生が「歌会始の儀」に選出されるなど、
盛りだくさんの年末年始をご紹介しました。
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最後までお読みいただきありがとうございました。次号vol.15は、2026年5月発行予定です。　　
皆さまの声をお聞かせください。
Webアンケート実施中
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高等
学校 探究から生まれた「はしっぽあんこ」

高校で行っている探究活動。あるグループが干し芋の残渣
から作った「はしっぽあんこ」は、活動を通して出会った栃
木県のあんこ屋さんと一緒に開発した商品です。学園祭に
続いてクリスマスマーケットでも販売し、おかげさまで完

こど
も園

せいじ園・みらい園で
クリスマス会を行いました

こども園では、創立当初からイエス様のお誕生をお祝いする
クリスマス礼拝・祝会を行っています。第1部礼拝では、年長
組が難しい聖書の言葉を覚えて降誕劇を行います。第2部祝
会は、3歳児以上が劇や歌などを歌ってお祝いの会をします。
クリスマス礼拝・祝会当日は、大きな神様の愛の中で保護者
や保育者に見守られ温かく楽しい一日を過ごしました。

ホットトピックス
では学園や各設置
校のイベント活動を
紹介しています。

春、バラが見事に花を咲かせるのは、バラの休
眠期である冬の手入れ次第と言われています。
最低気温が氷点下となった寒さの中、地域ボラ

ンティアのみなさんと
学生・教職員の合計22名
が仮剪定と元肥を施す
作業を行いました。当日は、未来教養
学環の学生もはじめて作業に参加し
ました。学園のアンネのバラは、正門
前をはじめとして、60株以上が植え
られています。開花は例年ゴールデ
ン・ウイーク頃になります。今年も見
事な花が咲くことをご期待ください。

食物健康科学科では、学生主体の産学連携活動として株
式会社飛勘水産（日立市）と商品開発に取り組んでおりま
す。授業や実習で培った知識と技能を生かし、地域資源の
活用を目的として完成した「さばてりっ！バーガー」は、
12月に同社店舗にて提供されました。
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売しました。この活動を通じて
フードロス削減への関心が少し
でも広がることを願っています。
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